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ビッグフローティングディスクローターキット　取扱説明書

この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。

使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。

万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

■作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）

■作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）

■規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）

■製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）

■走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。（部品の脱落の原因となります。）

■ブレーキホースに使用するシーリングワッシャは、着脱ごとに必ず新品部品を使用して下さい。(ブレーキフルードの漏れ、トラブルの原因となります。)

注意 この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害が想定される内容を示しています。

■走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）

■作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

■ブレーキディスクローター及びブレーキパッドに油脂類を付着させない事。万一、付着した場合はパッドは交換し、ディスクローターは脱脂する事。

 （事故につながる恐れがあります。）

■点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。（事故につながる恐れがあります。）

警告 この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

製品番号
06-08-0103

06-08-0108

（円形状）

（ウェーブ形状）

適応車種及び

フレーム番号

KSR110 KL110A-000001 ～

KL110A-A02833 ～

KSR110 （KL110CBF）JKAKL110CCDA00058 ～

KSR110 （KL110DDF）KL110D-A57002 ～

KSR PRO（KL110EEF）JKAKL110EEDA88121 ～

KSR-Ⅰ MX050B-000001 〜

KSR-Ⅱ MX080B-000001 〜

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎ブレーキフルードは銘柄の異なるブレーキ液を混用しないで下さい。(トラブルの原因及び化学変化の恐れがあります。)

◎当製品で使用されているバンジョーボルトのネジピッチは M10x1.25 です。取り付け前に使用するマスターシリンダーのネジピッチが同一である事を

　確認して下さい。

◎アルマイト製品は経年変化により、色褪せ等発生する場合があります。予めご了承下さい。

◎取扱説明書や純正サービスマニュアルは、基本的な技術や知識を持った方を対象に作成しております。

　取り付けに自信の無い方や、取り付けに必要となる工具等をお持ちで無い場合は、取り付け作業は行わずに、指定工場、又は認証工場などの車両

　整備が可能な業者へ取り付けをご依頼下さい。

◎車両に部品を取り付けた後、走行をする前にブレーキパッドがディスクにしっかり当たり、ブレーキが完全に効くまでブレーキレバーの操作を行っ

　て下さい。

◎新品状態で行き成りハードブレーキ操作を行わないで下さい。最初は軽いブレーキ操作で徐々にブレーキディスクに当たりを付け、一旦ブレーキ

　温度を冷まします。ディスクローターとブレーキパッドが完全に当たりが付くまでこの操作を行って下さい。

　又、ブレーキは冷えている場合効きが悪い状態で、ある一定の温度に上がらないと安定した制動力を発揮しません。十分注意してご使用下さい。

◎新品のディスク、ブレーキパッド装着後はブレーキの効きが悪い状態です。当たりが出るまでブレーキの効きに十分注意しながら走行を行って下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。

◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。

◎当製品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。

◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。

◎当製品の取り付け作業の際は、上記適応車種にあった純正サービスマニュアルを参照し確実に行って下さい。

～特　徴～

○ディスクローター外径はφ 225 のビッグサイズを採用。有効径を大きくすることで、制動力が向上します。

　（KSR110/KSR PRO 純正ディスク外径 :φ 200、KSR-Ⅰ/KSR-Ⅱ 純正ディスク外径 :φ 220）

○ウェーブ形状タイプは、外周に凹形状を採用する事で、冷却性能とブレーキパッドのクリーニング効果を向上させ安定した制動力を発揮します。

○片押し 2POT キャリパーを付属。

○専用キャリパーブラケットの為、フォークブラケット部が異なる KSR-Ⅰ/KSR-Ⅱ及び KSR110/KSR PRO 車両のネジ位置を変更するだけで対応。

○ブレーキング時、ローターの熱歪みにより摩擦面精度が低下し、ブレーキ性能低下を引き起こす事があります。当製品はフローティングディスクロー

　ターを採用しており、ホイール取り付け部のハブとディスクローター部を 2ピース構造にする事により、ローターの熱歪みによる影響を最小限に

　押さえ安定したブレーキ性能を維持する事が出来ます。

○ディスクローター部はメンテナンス性に優れたステンレス製を採用し、取り付けハブ部には高強度なアルミ合金材を使用し軽量、高強度に仕上げて

　おります。又、ゴールドアルマイト処理により耐食性と質感を向上させ、取り付け時のカスタム感を演出します。

○テフロンチューブをステンレスブレードで覆った低膨張率のブレーキホースを使用し、ダイレクトで確実なブレーキングを実現します。
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製品内容

番号 部　品　名 個数 リペア品番

1 フロントブレーキキャリパー ASSY. 1 06-08-117

2 ディスクローター COMP. 1
45200-KL1-T00 ( 円形状 )

00-06-0111 ( ウェーブ形状 )

3 ブレーキホース（960mm） 1 06-08-0105

4 バンジョー（25°） 2 00-07-0037

5 バンジョーボルト M10x1.25 2 00-07-0097（シーリングワッシャ付）

6 シーリングワッシャ 10mm 4 00-07-0010（10 ヶ入り）

7 割りピン 2.5x25 1 00-00-0645（3 ヶ入り）

8 ブレーキフルード（BF-4） 1 06-08-0019

A フロントブレーキパッドセット 1セット 06-08-0020（1 セット）

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。

　品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。予めご了承下さい。

　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

Ａ

1

83 4 5

6 7

2
(06-08-0103)

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。

◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後 1ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて

　頂きます。

　但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象となりません。

　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。

◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

2
(06-08-0108)
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　 注意：必ず規定トルクを守る事。
　 バンジョーボルト
　 　トルク：12.7 〜 14.7N・m（1.3 〜 1.5kgf・m）
　 フィッティング
　 　トルク：4.9 〜 5.4N・m（0.5 〜 0.6kgf・m）

○車両をしっかりと安定させます。

○純正サービスマニュアルを参照しブレーキ

　フルードを抜き、ブレーキホースをブレーキ

　キャリパー、マスターシリンダーから取り外

　します。

※ブレーキフルードが塗装面に付着すると、

　塗装表面の剥離や変色等の損傷を与えます。

　付着したブレーキフルードはすぐに、クリー

　ナー、又は水で洗い流して下さい。

○キャリパーマウントボルトを外し、フロント

　フォークからブレーキキャリパーを取り外し

　ます。

○キット内のフロントブレーキキャリパー ASSY.

　をフロントフォークにキャリパーマウント

　ボルトを用いて取り付け規定トルクまで締め

　付けます。

※キャリパーの取り付けブラケットには、

　各車種専用の取り付けタップがあります。

　図を参考に車種に合った位置に取り付けます。

KSR-Ⅰ/KSR-Ⅱ

○フロントアクスル部の割りピンを外し、アクス

　ルナットを取り外します。

○ブレーキのエア抜き要領を参照し、ブレーキ

　フルードを補充しエア抜き作業を行います。

○ブレーキエア抜き作業終了後、ブレーキパッ

　トがディスクローターにしっかりと当たるま

　でブレーキレバーを操作し、ブレーキフルー

　ドの漏れ、各部を再度確認します。

○作業で付着した汚れを拭き取ります。

　 注意：必ず規定トルクを守る事。
　 アクスルナット
　 　トルク：64N・m（6.5kgf・m）

　 注意：必ず規定トルクを守る事。
　 キャリパーマウントボルト
　 　トルク：24.5N・m（2.5kgf・m）

※作業は KSR110 を前提とした内容になります。

○フロントアップスタンド等を使用し、フロント

　ホイールをジャッキアップします。

　 注意：必ず車両を安定させる事。

○アクスルシャフトを取り外し、フロントフォー

　クからフロントホイールを取り外します。

○フロントホイールからディスクボルト 4本を

　取り外し、ディスクローターを取り外します。

○フロントホイールに、キットのディスクロー

　ターを取り付け、新品のディスクボルト 4本を

　用いて取り付け、規定トルクまで締付けます。

　カワサキ純正　ソケットボルト 8x30

　　KSR110/KSR PRO :92150-1771　

　　KSR-Ⅰ/KSR-Ⅱ　:92001-1995

※ディスクボルトを再使用する場合、ネジロッ

　ク剤の塗布をお願いします。

　推奨ネジロック剤：ロックタイト 241

　 注意：必ず規定トルクを守る事。
　 ディスクボルト
　 　トルク：27N・m（2.75kgf・m）

■取り付け要領　※特に記載の無い細部の取り付け方法や規定トルクにつきましては、純正サービスマニュアルを参照して下さい。

○ホイールサイドカラーの汚れを拭き取り、

　フロントホイール、ダストシールリップ部に

　グリースを塗布しフロントホイールにサイド

　カラーを取り付けます。

○スピードメーターギアハウジング内部の突起と

　ホイールのギアドライブ切り欠きを噛み合わせ

　ます。ギアハウジングストッパをフォークの

　ストッパの間に入れ、ホイールをフロント

　フォークに装着します。

　左側よりアクスルシャフトを取り付け、アクス

　ルナットを取り付け仮締めします。

○フロントのジャッキアップを外し、フロント

　ホイールを安定させた状態でアクスルナットを

　規定トルクまで締め付けます。

○マスターシリンダー及びフロントブレーキ

　キャリパー ASSY. にバンジョーボルト、シー

　リングワッシャ、バンジョー、シーリングワッ

　シャの順に通しマスターシリンダー及びフロ

　ントブレーキキャリパー ASSY. に取り付け

　仮締めし、ブレーキホースを取り回し各バン

　ジョーに取り付け仮締めします。

○ハンドルを左右に一杯切った状態、フロント

　フォークがフルストローク、及びリバウンド

　時でもブレーキホースに無理な力が掛から

　ない様、取り回しを調整しバンジョーボルト、

　フィッティングを規定トルクまで締め付けま

　す。

マウントボルト

マウントボルト

割りピン

アクスルナット

○キット内の割りピン 2.5x25 をアクスルシャフ

　トに取り付けセットします。

KSR110/KSR110 PRO

　 警告：ブレーキディスクローター及びブレーキ

　　　　 パッドに油脂類を付着させない事。

　　　　 万一、付着した場合、パッドは交換し、

　　　　 ディスクローターは脱脂する事。
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ブレーキのエア抜き要領

注意 警告

○ブレーキディスクローター及びブレーキパッドに油脂類を付着させ

　ない事。

　万一、付着した場合はパッドを交換し ､ディスクローターは脱脂

　する事。

○損傷部品が見つかればその部品は必ず新品と交換する事。

・フロントブレーキマスターシリ

　ンダーASSY.の2本のスクリュー

　を取り外し、マスターシリンダー

　キャップ、ダイヤフラムを取り

　外す。

・ブレーキキャリパー ASSY. の

　ブリーダーバルブに透明な

　ブリーダーホースを接続し、　　

　ホースの反対側に適当なカップ

　などで受ける様にする。

・フロントブレーキマスターシリ

　ンダー ASSY. のカップ内に

　ブレーキフルードを上限線まで

　補充する。

・ブレーキレバーを握ったまま

　ブレーキキャリパー ASSY. の　

　ブリーダーバルブを 1/2 回転緩

　めた後、再び締め付ける（①）。

※ブリーダーバルブを緩めた状態

　でブレーキレバーを戻さない

　事。

・ブレーキレバーをゆっくりと戻

　し、完全に戻ったらそのまま

　数秒間放置する（②）。

・オイルカップの上限線までブレー

　キフルードを補充し、ダイヤ

　フラム、マスターシリンダー　

　キャップをスクリュー 2本を

　用いて取り付ける。

・①、②の操作をブリーダーバルブから気泡が出なくなるまで繰り返す。

※カップ内のブレーキフルードの量を確認しながら作業を行い、下限線

　付近まで減少していれば補充する。

ブレーキレバー

・ブリーダーバルブから出てくる　

　ブレーキフルードにエアの混入

　が無くなればブリーダーバルブ

　を規定トルクで締め付ける。

　 注意：必ず規定トルクを守る事。

ブリーダーバルブ

　トルク：5.9N・m（0.6kgf・m）

　 注意：ゴミや水を混入させない

　　　　　事。

注意：ゴミや水を混入させない　

　　　事。

注意：銘柄の異なるブレーキ

　　　フルードを混用しない事。

○ブレーキフルード補充時にゴミや水を混入させない事。

○銘柄の異なるブレーキフルードを混用しない事。

○ブレーキフルードは付属のものを使用する事。DOT4(BF-4)

○抜き取ったブレーキフルードは再使用しない事。

○ブレーキフルードは塗装、プラスチック、ゴム面を傷めるので部品

　類に付着させない事。

　(付着した場合は、速やかにブレーキフルードを洗い流す事。)

○ブレーキホースの取り外しの際など油圧系統に空気が混入した場合

　は、油圧系統のエア抜きをする事。

○シーリングワッシャは再使用しない事。

○規定トルクは必ず守る事。

・ブリーダーバルブを 1/2 回転緩

　め、ブレーキレバーを握る、放

　すを繰り返し、ブリーダーバル

　ブからブレーキフルードが充分

　出てくるまでこの作業を繰り

　返す。

※オイルカップのブレーキフルー

　ド量に注意し新しいブレーキ

　フルードを補充しながら作業を

　行う。

ブレーキレバー
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